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③事務事業評
価の実施

各事務事業において事
後評価を実施

９　効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円
（いくら節減できるのか）

②事務事業評
価試行

一部の事務事業におい
て事後評価を試行

目標
値

定義・算定式

①事務事業評
価検討会議を設
置

事務事業評価システム
を構築するため職員で
構成する会議を設置

６　成果
（どうなるの
か）

効率的、効果的な事業の推進、町民との情報の共有化、次期計画へ反映等。

７　活動指標
（何をどれだけ
やるのか）

２０年度１９年度１８年度１７年度

８　工程表（いつ完了するのか）　上段：計画　下段：実績
指標名

２１年度～

４　対象等
（なにを・だれ
を）

事務事業

５　実施内容
（何をどのよう
にやるのか）

事務事業評価システムを構築する検討会を設置し、評価システムを構築する。

１　実施事項名行政評価システムの構築

３　現状・問題
点・必要性（な
ぜやるのか）

前例踏襲的な行政運営から新しい行政運営へ変革する一つの手段として、行政評価システ
ムを構築します。

自立推進課２　担当課

《未達成の場
合》原因及び今
後の対策
（これからどう
するのか）

評価システム原案作成が難航し検討会議の開催までに至らなかった。　平成１８年度中に評
価システム原案を作成する。

（いくら達成できたのか）
１１　実施状況
（どうやったの
か）

事務事業評価システム研究のため担当職員が専門的研修に参加し取り組み方について研
究した。　先進市町村などが行っている評価システムについて情報を収集した。

１０　達成率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）


